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概 要：

【参加目的】

申請者が行った研究は，これまでにないアイディアを提案し，従来に無い結果を明らかにしているので，

この結果を世界的な学会で発表するときによって，申請者のアイディアが世界にどれだけ受け入れられかど

うかを確かめるために発表を行う。リチウムイオン二次電池・燃料電池分野の研究者との交流を通して，こ

の分野の研究の動向を学び，新たな共同研究先，卒業後の博士研究員先を開拓することに非常に有効である。

特に欧米での蓄電池は各国の産業の振興に伴って，拡大していく分野であるので，新たなビジネスチャンス

を的確に取られる良いチャンスである。

【得られた成果】

今回の国際学会において，自分はリチウムイオン二次電池のオリビン酸鉄リチウムと呼ばれる正極材料に

関する研究について発表を行った。現在リチウムイオン二次電池に用いられているオリビン酸鉄リチウムへ

の放電反応速度をより高速化するためにはどうすればいいのかといった内容であったが，大学に所属してい

る研究者のみならず，メーカーに勤務している研究者からの質問もあったことから，自らの研究に対して幅

広いニーズというものを感じ取ることができた。また，質問の内容として，電池材料の一部に穴あき加工施

した場合高速放電反応速度に大きな変化があったことに対してなぜなのかといった質問があり，今後は放電

反応速度を高速化するにはどうするかといった内容だけでなく，なぜ高速化できるのかといった考察につい

て，これまで以上に研究する必要性があることを感じた。
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